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お買い上げありがとうございます。
ご使用の前にクイックスタートガイドを必ずお読みのうえ、必要に応じてこの取扱説明書を参照して正しくご使用ください。

本製品はUSB出力とXLR出力の両方を備えており、録音用ソフトウェアでライブ演奏やデジタル化された音楽をはじめ、さ
まざまな演奏音源の保存ができるように設計されています。
自宅スタジオや野外での録音、ポッドキャスティング、ナレーション、ステージ上での使用に最適な、高音質な録音とクリアな
サウンドを実現します。単一指向性を持つため横方向や後方からの音を拾いにくく、不要な音を効果的に抑えます。
本製品には音量調整付きのヘッドホン出力端子が内蔵されているため、マイクロホンの音を直接モニターできます。指向
特性によって、卓越したハウリングマージンが得られるとともに、24bit、192kHzのサンプリング周波数を持つA/Dコン	
バーターによって、クリアではっきりとした音を再現できます。

はじめに

本製品は安全性に充分な配慮をして設計していますが、使いかたを誤ると事故が起こることがあります。事故を未然に防ぐ
ために下記の内容を必ずお守りください。

警告 この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う可能性があります」を意味しています。

	• 強い衝撃を与えないでください。
	• 分解、改造、修理を行わないでください。
	• 濡れた手で触れないでください。感電やけがの原因になります。

注意 この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者が傷害を負う、または物的損害が発生する可能性があります」を意味
しています。

	• 直射日光の当たる場所、暖房装置の近く、高温多湿やほこりの多い場所に置かないでください。
	• ケーブルを持ってマイクロホン本体を振り回したり、引っ張ったりしないでください。断線や事故の原因になります。
	• ケーブルはマイクスタンドなどに巻きつけたり、挟んだりしないでください。
	• 転倒や落下により、けがや故障の恐れがあります。安定した場所に設置してください。

安全上の注意
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使用上の注意
	• ご使用の際は、接続する機器の取扱説明書も必ずお読みください。
	• 本製品は長い間使用すると、紫外線（特に直射日光）や摩擦により変色することがあります。
	• 接続の際は、付属のケーブルを使用してください。
	• ケーブルは必ずコネクター部分を持って抜き差ししてください。ケーブルを引っ張ると事故や断線の原因になります。
	• ケーブルの損傷を防ぐため、ねじれないように注意し、強い力を入れずに巻いてください。
	• コネクターの根元部分ではケーブルを巻かないでください。断線する恐れがあります。
	• USBハブおよびUSB延長ケーブルは使用しないでください。
	• ケーブルをマイクロホン本体と接続する機器に差し込むときは、接続先の形状を確認のうえ、真っすぐに差し込んでください。コネクターを斜
めに差し込もうとすると故障の原因になります。
	• 使用しないときは、本製品からケーブルを取り外してください。
	• 本製品のウインドスクリーン内部（メッシュ部分）に異物が入らないようにしてください。性能が低下する場合があります。
	• 本製品を使用しているときはUSB端子またはXLR端子に触れないでください。ノイズが発生する原因になります。
	• 大切な録音の場合は、必ず事前に試し録りを行い、正常に録音されていることをご確認ください。
	• すべてのパソコンでの動作保証をするものではありません。
	• 自作パソコンおよびOSの個人でのアップグレード、マルチブート環境では動作保証できません。
	• パソコンから音声出力した場合、音声が遅れることがあります。
	• 本製品を接続した機器にインストールされたソフトおよびデータなどは、補償いたしかねますのでご了承ください。
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各部の名称と機能

1 	 マイクロホン本体

2 	 インジケーター
USBから電力が供給されていると、青色に点灯しま
す。

3 	 トークスイッチ
本製品を使用するときはON、使用しないときは
OFFにスライドします。

4 	 USBケーブル� 	
（2.0m、USB Type-A - USB Type-C™）

5 	 USBケーブル� 	
（2.0m、USB Type-C - USB Type-C）

6 	 USB端子（USB Type-C）
付属のUSBケーブルを接続します。

7 	 ヘッドホンボリュームコントロール
ヘッドホンの音量を調整します。付属のUSBケーブ
ルを接続しているときのみ使用します。

8 	 ヘッドホン出力端子（φ3.5mmステレオミニ）
ヘッドホンを接続します。付属のUSBケーブルを接
続しているときのみ使用します。

9 	 XLR端子（3ピンXLR-Mタイプ）
付属のマイクロホンケーブルを接続します。

10 	 マイクロホンケーブル� 	
（3.0m、3ピンXLR-Fタイプ - 3ピンXLR-Mタイ
プ）

11 	 マイクホルダー

12 	 デスクスタンド
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本製品の設置について
本製品を最適な環境でご使用いただくためには、音源がマイクロホンの正面に配置されるように設置してください。ナレーシ
ョンなどで使用する場合は、話し手／歌い手の正面に設置してください。アコースティックギターやドラム、ピアノなどの楽器
の音源を録音する場合も同様です。設置場所をいろいろと試し、使用する環境で最適な音声が録音できるように確認してか
らご使用ください。

付属のマイクホルダーとデスクスタンドを使用して設置する
マイクホルダーとデスクスタンドを使用して、本製品を卓上などに置いて使用できます。

1.	 マイクホルダーをデスクスタンドのねじ部分に回して取り付けます。

2.	 デスクスタンドの3本の脚部をしっかり固定されるまで広げて、机などの平面に置きます。

3.	 トークスイッチが上になるように、本製品をマイクホルダーにスライドさせて差し込みます。

4.	 市販のドライバーを使用し、マイクホルダーのねじを緩めて角度を調整し、ねじを締めます。

接続のしかた
本製品はUSBケーブルを使用して、パソコンに接続して使用する方法と、マイクロホンケーブルをマイク入力を有する機器（ス
ピーカー、音響システム、ミキサー、アンプ、録音機器など）に接続して使用する2通りの方法があります。ご使用の用途に合
わせて使い分けてください。
	•ご使用の際は、接続する機器の取扱説明書も必ずお読みください。
	•接続する機器のUSB端子、マイク入力端子の仕様をご確認ください。

付属のUSBケーブルを使用する
1.	 USBケーブル（USB Type-C側）を本製品の底部にあるUSB端子に接続します。

2.	 USBケーブル（USB Type-A／USB Type-C側）をパソコンに接続します。

	•Windowsを使用している場合は、「パソコンの設定（Windows 10）」（p.6）、または「パソコンの設定
（Windows 8.1）」（p.12）を参照し、設定を行ってください。
	• Macを使用している場合は、「パソコンの設定（Mac OS X以降）」（p.17）を参照し、設定を行ってください。

パソコン

USB Type-C

USB Type-AUSBケーブル

USB Type-C
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接続のしかた

付属のマイクロホンケーブルを使用する
1.	 マイクロホンケーブル（XLR-F側）を本製品の底部にあるXLR端子に接続します。

2.	 マイクロホンケーブル（XLR-M側）をマイク入力を有する機器（スピーカー、音響システム、ミキサー、アンプ、録音機
器など）に接続します。

	•あらかじめ接続する機器の電源がOFFになっていることを確認してください。
	•ファントム電源の供給されたコネクターに接続しないでください。

スピーカー

音響システム

ミキサー

アンプ

録音機器など

3ピンXLR-Mタイプ

マイクロホンケーブル

3ピンXLR-Fタイプ
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使いかた（USBケーブル接続の場合）

パソコンの設定（Windows 10）
1.	 本製品とパソコンをUSBケーブルで接続します。

2.	 本製品のインジケーターが点灯していることを確認します。

	• USBから電力が供給されていると、青色に点灯します。
	•パソコンが本製品を自動的に認識し、パソコンにドライバーがインストールされます。
	•画面右下に、新たなハードウェアが見つかったことを示すメッセージ、またはドライバーソフトウェアのインストール
を知らせる内容が表示されます。

3.	「スタートメニュー」をクリックし、「設定」を選択します。

4.	「システム」を選択します。

5.	「サウンド」を選択します。
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使いかた（USBケーブル接続の場合）
6.	「出力」および「入力」で、本製品が選択されていることを確認します。

	•出力デバイスとして本製品以外のデバイスを使用する場合は、「出力デバイスを選択してください」から選択してくだ
さい。
	•音声の録音に市販の録音用ソフトウェアを使用する場合は、「マイクロホンのプライバシー設定（Windows 10）」
（p.7）を参照し、設定を行ってください。

マイクロホンのプライバシー設定（Windows 10）
市販の録音用ソフトウェアを使用する場合は、マイクロホンのプライバシー設定を確認してください。

1.	「サウンド」ウインドウで、「マイクのプライバシー設定」を選択します。
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使いかた（USBケーブル接続の場合）
2.	「アプリがマイクにアクセスできるようにする」が「オン」になっていることを確認します。

3.	「マイクにアクセスできるMicrosoft Storeアプリを選ぶ」で、使用する録音用ソフトウェアが「オン」になっている
ことを確認します。

	• 「オン」になっていない場合は、使用する録音用ソフトウェアの設定を「オン」に変更してください。

4.	「デスクトップ アプリがマイクにアクセスできるようにする」が「オン」になっていることを確認します。

	•この設定を「オン」にすることで、録音用ソフトウェアが本製品にアクセスできるようになります。
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使いかた（USBケーブル接続の場合）

マイクロホンのプロパティの設定（Windows 10）
マイクロホンの音声入力レベルやサンプルレートを変更する場合は、下記の設定を行います。

1.	「サウンド」ウインドウで、「サウンドコントロールパネル」を選択します。

2.	「再生」タブで、本製品が選択されていることを確認します。

	•本製品が選択されていない場合は、本製品を選択し、「既定値に設定」をクリックします。

3.	 本製品のアイコンをダブルクリックし、「マイクのプロパティ」ウインドウを開きます。



10

4.	「レベル」タブを選択して、マイクロホンのスピーカーアイコンがONになっていることを確認し、「OK」をクリックしま
す。

	• ONになっていない場合は、スピーカーアイコンをクリックし、ONにします。

5.	「録音」タブで、本製品が選択されていることを確認します。

	•本製品が選択されていない場合は、本製品を選択し、「既定値に設定」をクリックします。

6.	 本製品のアイコンをダブルクリックし、「マイクのプロパティ」ウインドウを開きます。

使いかた（USBケーブル接続の場合）
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7.	「レベル」タブを選択して、マイクロホンの音声入力レベルを調整します。

	•録音を開始後、マイクロホンの音声入力レベルを再調整するには、このウインドウから調整します。
	•ここでの設定は「サウンド」ウインドウの「マスター音量」とは異なります。

8.	「詳細」タブを選択して、「既定の形式」からサンプルレートとビット数を選択し、「OK」をクリックします。

	•本製品は最大192kHzまでのサンプルレートを選択できます。高いサンプルレートを選択することにより高品質で
録音できる場合がありますが、録音データのファイルサイズも大きくなります。
	•映像のナレーションや映像とともに使われる音楽を録音する場合は、サンプルレートを48kHzに変更してください。
	•録音用ソフトウェア側でマイクロホンをコントロールする場合は、「排他モード」で「排他モードのアプリケーション
を優先する」にチェックを付けてください。録音用ソフトウェアの設定に基づいたサンプルレートが設定されます。

使いかた（USBケーブル接続の場合）
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使いかた（USBケーブル接続の場合）
9.	「使用中のデバイス」についてのメッセージが表示されるので、「はい」をクリックします。

パソコンの設定（Windows 8.1）
1.	 本製品とパソコンをUSBケーブルで接続します。

2.	 本製品のインジケーターが点灯していることを確認します。

	• USBから電力が供給されていると、青色に点灯します。
	•パソコンが本製品を自動的に認識し、パソコンにドライバーがインストールされます。
	•画面右下に、新たなハードウェアが見つかったことを示すメッセージ、またはドライバーソフトウェアのインストール
を知らせる内容が表示されます。

3.	「スタートメニュー」を右クリックし、「コントロール パネル」を選択します。

4.	「サウンド」を選択します。
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使いかた（USBケーブル接続の場合）
5.	「再生」タブで、本製品が選択されていることを確認します。

	•本製品が選択されていない場合は、本製品を選択し、「既定値に設定」をクリックします。
	•音声の録音に市販の録音用ソフトウェアを使用する場合は、「マイクロホンのプライバシー設定（Windows 8.1）」
（p.14）を参照し、設定を行ってください。

6.	「録音」タブで、本製品が選択されていることを確認します。

	•本製品が選択されていない場合は、本製品を選択し、「既定値に設定」をクリックします。
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使いかた（USBケーブル接続の場合）

マイクロホンのプライバシー設定（Windows 8.1）
市販の録音用ソフトウェアを使用する場合は、マイクロホンのプライバシー設定を確認してください。

1.	「スタートメニュー」をクリックし、「PC設定」を選択します。

2.	「プライバシー」を選択します。

3.	「マイク」を選択します。

4.	「アプリで自分のマイクを使うことを許可する」が「オン」になっていることを確認します。

5.	「次のアプリでマイクを使うことを許可する」で、使用する録音用ソフトウェアが「オン」になっていることを確認しま
す。

	• 「オン」になっていない場合は、使用する録音用ソフトウェアの設定を「オン」に変更してください。
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使いかた（USBケーブル接続の場合）

マイクロホンのプロパティの設定（Windows 8.1）
マイクロホンの音声入力レベルやサンプルレートを変更する場合は、下記の設定を行います。

1.	「コントロール パネル」で、「サウンド」を選択します。

2.	「再生」タブを選択します。

3.	 本製品のアイコンをダブルクリックし、「マイクのプロパティ」ウインドウを開きます。

4.	「レベル」タブを選択して、マイクロホンのスピーカーアイコンがONになっていることを確認し、「OK」をクリックしま
す。

	• ONになっていない場合は、スピーカーアイコンをクリックし、ONにします。

5.	「録音」タブを選択します。

6.	 本製品のアイコンをダブルクリックし、「マイクのプロパティ」ウインドウを開きます。
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使いかた（USBケーブル接続の場合）
7.	「レベル」タブを選択して、マイクロホンの音声入力レベルを調整します。

	•録音を開始後、マイクロホンの音声入力レベルを再調整するには、このウインドウから調整します。

8.	「詳細」タブを選択して、「既定の形式」からサンプルレートとビット数を選択し、「OK」をクリックします。

	•本製品は最大192kHzまでのサンプルレートを選択できます。高いサンプルレートを選択することにより高品質で
録音できる場合がありますが、録音データのファイルサイズも大きくなります。
	•映像のナレーションや映像とともに使われる音楽を録音する場合は、サンプルレートを48kHzに変更してください。
	•録音用ソフトウェア側でマイクロホンをコントロールする場合は、「排他モード」で「排他モードのアプリケーション
を優先する」にチェックを付けてください。録音用ソフトウェアの設定に基づいたサンプルレートが設定されます。
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使いかた（USBケーブル接続の場合）

パソコンの設定（Mac OS X以降）
1.	 本製品とパソコンをUSBケーブルで接続します。

2.	 本製品のインジケーターが点灯していることを確認します。

	• USBから電力が供給されていると、青色に点灯します。
	•パソコンが本製品を自動的に認識し、パソコンにドライバーがインストールされます。

3.	 Appleアイコンから「システム環境設定」を選択します。

4.	「サウンド」を選択します。

5.	「入力」タブで、本製品が選択されていることを確認します。
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6.	「入力音量」で、マイクロホンの音声入力レベルを調整します。

	•マイクロホンに話しかけると「入力レベル」の目盛りが移動するので、その目盛りを見ながら入力音量を調整できま
す。
	• 「主音量」では、パソコンのスピーカーやヘッドホンジャックへの音量を調整します。マイクロホンの音声入力レベル
の調整とは異なります。

7.	「出力」タブで、本製品が選択されていることを確認します。

	•サウンドを出力する装置として本製品以外の装置を使用する場合は、「サウンドを出力する装置の選択」から選択し
てください。
	• 「バランス」で左右の音量のバランスを設定できます。
	• 「主音量」では、パソコンからの再生レベルを調整します。
	•音声の録音に市販の録音用ソフトウェアを使用する場合は、「セキュリティとプライバシー設定（Mac OS X以降）」
（p.19）を参照し、設定を⾏ってください。

使いかた（USBケーブル接続の場合）
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セキュリティとプライバシー設定（Mac OS X以降）
macOS Mojaveで市販の録音用ソフトウェアを使用する場合は、セキュリティとプライバシー設定を確認してください。
	•macOS Catalinaでは、Apple純正のソフトウェア以外の使用が制限されます。市販の録音用ソフトウェアを使用する場合
は、正式にサポートされているソフトウェアをご使用ください。

1.	「システム環境設定」ウインドウで、「セキュリティとプライバシー」を選択します。

2.	「プライバシー」タブで、「マイク」を選択します。

3.	 使用する録音用ソフトウェアが有効になっていることを確認します。

	•有効になっていない場合は、使用する録音用ソフトウェアの横にあるチェックボックスにチェックを付けてください。
	• 「セキュリティとプライバシー」の設定を変更するには、画⾯左下のカギのロックを解除する必要があります。カギを
クリックするとロックの解除についての画面が表示されるので、ユーザ名とパスワードを⼊⼒し「ロックを解除」をク
リックしてください。設定を変更した後はロックを戻してください。

使いかた（USBケーブル接続の場合）
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オーディオ装置の設定（Mac OS X以降）
マイクロホンのサンプルレートや左右の入力信号のレベルを変更する場合は、下記の設定を行います。

1.	「アプリケーション」フォルダの「ユーティリティ」フォルダにある「AudioMIDI設定」を開きます。

2.	「オーディオ装置」で本製品を選択して、「入力」タブの「フォーマット」からサンプルレートとビット数を選択します。

	•本製品は2種類表示されますが、「入力2 / 出力0」と表示されている方を選択してください。
	•本製品は最大192kHzまでのサンプルレートを選択できます。高いサンプルレートを選択することにより高品質で録音で
きる場合がありますが、録音データのファイルサイズも大きくなります。
	•映像のナレーションや映像とともに使われる音楽を録音する場合は、サンプルレートを48kHzに変更してください。
	•サンプルレートは録音用ソフトウェアで設定した値と一致させてください。ノイズが発生する場合があります。

3.	「マスターストリーム」で、左右の入力信号のレベルを調整します。
	•左からの入力信号のレベルと右からの入力信号のレベルを個別に調整できます。

使いかた（USBケーブル接続の場合）
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使いかた（USBケーブル接続の場合）

マイクロホンを使用する
1.	 パソコンのサウンド設定で本製品が設定されていることを確認します。

2.	 本製品のトークスイッチをONにします。

	•使い終えたら、トークスイッチをOFFにしてください。

録音用ソフトウェアを使用する
本製品に録音用ソフトウェアは付属していません。本製品を使用して録音をする場合は、市販の録音用ソフトウェアをご使
用ください。音声の入出力設定など録音用ソフトウェアで設定が必要になる場合があります。詳しくは録音用ソフトウェアの
取扱説明書を参照してください。

音声入力レベルを調整する
最適な性能を発揮させるために、本製品の音声入力レベルを適切に調整することが必要です。パソコンに過剰な負荷がか
からない範囲で、本製品の音声入力レベルをできる限り高くしてご使用ください。音声が歪んだり、ご使用の録音用ソフト	
ウェアが常にピークなレベルであることが表示されたりする場合は、コントロールパネル（macOSの場合、システム環境設
定）の設定、または使用する録音用ソフトウェアで本製品の音量を小さくしてください。
本製品の音声入力レベルが不十分であると感じられた場合、コントロールパネル（macOSの場合、システム環境設定）の設
定、またはご使用の録音用ソフトウェアで、本製品の音声入力レベルを大きくしてください。その後は、音源の音量が大きく
変化しない限り、本製品の音量調整は必要ありません。

ヘッドホンを取り付けて使用する
ヘッドホン出力端子にヘッドホンを接続して録音をモニターできます。また、パソコンからの音源を聴きながら、本製品へ入
力中の音声を直接モニターできます。

1.	 ヘッドホン出力端子にヘッドホンを接続します。

2.	 マイクロホンのトークスイッチをONにします。

	•本製品に向かって話しかけると、自分の声がヘッドホンから聞こえてきます。

3.	 ヘッドホンボリュームコントロールを回して音量を調整します。

	•ヘッドホンボリュームコントロールは、ヘッドホン出力の音量調整のみ行います。本製品の音声入力レベルおよびモ
ニター出力レベルの調整はできません。
	•USBから電力が供給されていると、インジケーターが青色に点灯します。トークスイッチの動作は関係ありません。
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使いかた（マイクロホンケーブル接続の場合）
ライブ演奏時などの場合、マイクロホンケーブルをミキサーなどの機器に接続して使用できます。

1.	 接続機器の電源をONにします。

2.	 マイクロホンのトークスイッチをONにします。

3.	 ミキサーなどの機器で、マイクロホンのレベルを設定します。

	•ミキサーなどの機器の取扱説明書を参照してください。
	•使い終えたら、トークスイッチをOFFにしてください。

	•インジケーターはUSBから電力が供給されているときのみ点灯します。マイクロホンケーブルで接続しているとき
は点灯しません。
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お手入れのしかた
長くご使用いただくために各部のお手入れをお願いいたします。お手入れの際は、アルコール、シンナーなど溶剤類は使用し
ないでください。
	•乾いた布で本製品の汚れを拭いてください。
	•ケーブルが汗などで汚れた場合は、使用後すぐに乾いた布で拭いてください。汚れたまま使用すると、ケーブルが劣化し
て固くなり、故障の原因になります。

	•長い間ご使用にならない場合は、高温多湿を避け、風通しの良い場所に保管してください。

外形寸法図

183

φ
51

（単位: mm）
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テクニカルデータ

必要システム仕様 USB 1.0または2.0、64MB RAM以上
対応OS Windows 8.1以降、Mac OS X以降	

（最新の情報は、製品ホームページをご確認ください。）
型式 ダイナミック型
指向特性 単一指向性
周波数特性 50～15,000Hz
電源 USB電源（DC5V）
ビット数 最大24bit
対応サンプリング周波数 44.1kHz/48kHz/96kHz/192kHz
コントロール トークスイッチ（USBケーブル／マイクロホンケーブル接続時）

ヘッドホンボリュームコントロール（USBケーブル接続時のみ）
外形寸法 φ51mm×183mm
質量 約268g
出力コネクター USB Type-C／3ピンXLR-Mタイプ
ヘッドホン出力 10mW at 16Ω
ヘッドホン出力端子 φ3.5mmステレオミニジャック（USBケーブル接続時のみ）
付属品 	•マイクホルダー（ねじ径5/8インチ、ピッチ27山）

	•デスクスタンド（ねじ径5/8インチ、ピッチ27山）
	• USBケーブル（2.0m、USB Type-C - USB Type-C）
	• USBケーブル（2.0m、USB Type-A - USB Type-C）
	•マイクロホンケーブル（3.0m、3ピンXLR-Fタイプ - 3ピンXLR-Mタイプ）

改良などのため予告なく変更することがあります。

	•USB Type-C™はUSB Implementers Forumの商標です。
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